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〔論文審査の要旨〕 

 有限体上定義された代数多様体であるエルミート多様体は，正標数特有の興味深い幾何

学的性質（かつては「病理的」と呼ばれていた性質）をもつために，多くの研究がなされ

てきた．例えば，次元についてのある条件の下で，この多様体は小平次元が非負であるに

もかかわらず単有理的であり，さらにまた超特異的であることが示されている．また，1

次元エルミート多様体，すなわちエルミート曲線は，標数が 0 では決してありえない位数

の自己同型群をもち，この曲線上の有理点の集合から良い誤り訂正符号を構成することが

できる．さらに，エルミート多様体上に乗っている線形部分空間のコンフィギュレーショ

ンについても多くの結果が知られている． 

 

 本論文は，2 次元エルミート多様体，すなわちエルミート曲面上に存在する次数の高い

有理曲線を，幾何学的に（すなわち基礎体を代数閉体として）研究したものである．上に

も述べたように，次数が 1 の有理曲線，すなわちエルミート曲面上の直線に関しては多く

の研究があるが，次数を高くした場合の研究はこの論文をもって嚆矢とする． 

 

 以下，基礎体の標数を p とし q を p の冪とする．標数 p の代数閉体 k を固定する．

成分がすべて kの元であるサイズ n+2の正方行列 A=(a_{ij})を考える．（ただし添字 i, jは

0から+1までを動くとする．）n+1次元射影空間の同次座標をなす n+2個の変数 x_{i} (た

だし i=0, …, n+1) をもつ q+1次の同次多項式 

 

     ∑ a_{ij} x_{i} x_{j}^q =0   （和はすべての添字 i, jについてとる） 

 

により定義される n次元射影超曲面を X(A) と書き，n次元 k-エルミート多様体と呼ぶ．

A の成分が q^2 個の元からなる有限体の元であり A が転置と q 乗 フロベニウス射 に関

してエルミート的である場合は，単にエルミート多様体と呼ぶ．本研究では，エルミート

多様体の幾何学的側面に興味の対象があるので，代数閉体を基礎体にとることとする．A



が正則であることと X(A) が非特異であることは同値である．Segre-Lang-Beauville の結

果により，n 次元非特異 k-エルミート多様体は q+1 次のフェルマー型方程式 

 

     x_{0}^(q+1) + … + x_{n+1}^(q+1) =0 

 

で定義される超曲面と射影同型であることが知られている．したがってその射影的自己同

型群は PGU(n+2, F) と等しい．ここで Fは q^2 個の元からなる有限体である． 

 

 X を q+1 次の非特異 k-エルミート曲面とする．本論文の主結果は以下の 2つである． 

 

定理 1．1 < d <q+1 なる整数 dに対し，X上に次数 d の非平面有理曲線は存在しない． 

 

定理 2．X 上の次数 q+1 の非平面有理曲線全体の集合 R_{q+1}  は空でなく，X の射影

的自己同型群の R_{q+1} への作用は推移的である．さらにこの作用の固定部分群は 

PGU(2, F ’) と同型である．ここで F ’は q^4 個の元からなる有限体である． 

 

系．X 上の次数 q+1 の非平面有理曲線は 

 

          (s, t)   (s^{q+1}, s^{q} t , s t^{q}, t^{q+1}) 

 

の像として与えられる曲線と射影同値である．ここで (s, t) は射影直線の同次座標である． 

 

系.  X がフェルマー曲面の場合，R_{q+1} の各元は q^2 個の元からなる有限体 F 上定

義されている． 

 

系.  R_{q+1} は q^4(q^3+1)(q^2-1) 個の元からなる． 

さらにこの論文では， p=q=2 の場合に R_3 の元を全て計算機を用いて明示的に書き下

し，そのコンフィギュレーションを詳しく調べている 

 この論文は，次元と次数が低い場合に完全な結果を与えたものであり，今後，この分野

の研究の基礎となることが期待される． 

 

 以上，審査の結果，本論文の著者は博士（理学）の学位を授与される十分な資格がある

ものと認める． 
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